職務経歴書

        

20ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日現在         

氏名：○○　○○

■　職務概要
	ｘｘｘ大学ｘｘｘ学部を卒業後、株式会社ｘｘｘｘｘｘへ入社。ｘｘｘｘ生産工程における検査設備・システムの開発に取り組んでまいりました。具体的には、機械学習システムの構築、画像処理を用いたロジック開発、組み込み系ソフトウェアの設計を担当。要件定義から開発、テスト、実機導入、運用までを主担当として一通り経験しています。直近はロボットや AI を活用した自動化推進と、現場に入り込んだ装置開発の実績から、IoT 推進の責任者として生産工程の見える化に従事しております。


■　職務経歴
勤務先名：株式会社●●●●●           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（勤務期間：20ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日～現在）
◆事業内容：　　　　　◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
	担当業務
	組織/役割


・工場導入、アフターフォロー
	【実績・取り組み】
工場現場のニーズ調査から判定モデルの内製、ソフトウェア開発、工場導入まで行い、

現場検査員の工数を約ｘｘ削減。また、機械学習モデルの保証と運用方法を保証部と協議の上策定し、社内の生産技術開発における機械学習システム運用の標準化に貢献。
【開発環境】
言語：C++　　OS：Windows　画像処理 (MIL,HALCON）
	人数：ｘ名

役職：スタッフ
	

	20ｘｘ年ｘ月

　　　～

20ｘｘ年ｘ月


	ｘｘｘｘｘｘ事業部　技術開発部（IoT 推進プロジェクト）
【担当職務】
①検査工程自動化

・既存特徴量を用いた検査機識別精度向上

・ディープラーニング機能搭載支援

・新規検査機の導入

②生産工程自動化

・制御設計/開発（PLC/IOなど）

・ロボット制御技術/開発

・RPA（帳票自動化）

③生産工程の見える化

・IoT 機器装置の選定/導入

・BIツールを活用した工程情報の分析/見える化
【実績・取り組み】
全社横断プロジェクトとして、生産工程の工程効率化、自動生産による工程短縮および製造原価の削減を目標に、生産工程の自動化を担当。特に緻密な作業工程を自動化するためにアーム型ロボットを導入し、手作業工程の自動化を進めた。
また生産設備の稼働時間や作業者の作業状況を自動で取得できる IoT システムを導入し、BI ツールを活用した生産工程の見える化を推進することで、歩留まり改善や無駄の排除がすぐにできる生産体制の推進し、残業時間の削減や作業負荷の最適化により、該当工程の年間原価率をｘｘ％低減。

【開発環境】
開発言語（C++/VB/VBA/Python）、画像処理(MIL,HALCON）、CAD
	人数：ｘｘ名

役職：

PJリーダー
（メンバーｘ名）


■　経験・技術・ツール環境

・データ分析（統計的分析、データマイニング）を活用したデータに基づく戦略立案、品質改善、プロセス改善

・IE 手法を活用した現場生産性の向上
・Pythonを活用した機械学習モデル開発、データ分析

・C++を使用したソフトウェア開発
・SQLによるデーターベース制御

・BI ツールによる工程/生産分析（Motion Board）
■　保有資格

・普通自動車第一種免許（ｘｘｘ年ｘｘｘ月取得）
・甲種危険物取扱者（ｘｘｘ年ｘｘｘ月取得）
・応用情報技術者（ｘｘｘ年ｘｘｘ月取得）
・統計検定2級（ｘｘｘ年ｘｘｘ月取得）
・TOEIC ｘｘｘ点 （ｘｘｘ年ｘｘｘ月）
■　自己ＰＲ
　生産ラインへの IoT 技術の導入・検査の自動化・省人化に携わってまいりました。自身で各工場に足を運び、直接現場の担当者から課題内容について話を聴き、課題解決に向けたシステムの仕様をまとめ、開発～導入を行ってきました。システムの設計・開発においては、装置・IT ベンダーとも連携し、自社の課題解決に沿った機能になるよう調整を繰り返し、実装まで担当してきました。
今後、私は IoT や画像 AI により特化した分野・環境でさらにスキル・経験を得つつ、データに基づいて課題を解決する仕事に携わりキャリアを積みたいと考えております。製造現場と向き合ってきた経験と培ってきた技術力・課題解決力を通じて貴社に貢献したく、是非面接の機会を頂けますと幸甚です。宜しくお願い致します
あまり、限定せずに簡潔に！








